















































































































インタビュー対象者は、20 代から 50 代の
統合失調症と診断された当事者、総計 15 名
（男性 9 名、女性 6 名）である。平均年齢は
39.2 歳、発症年齢は約 22 歳、発症からの経
過年数の平均は約 17 年であった。そのうち
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